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地域 事　業　名 事　業　概　要

松島 花と緑の美しい松島推進事業
平成１６年の台風により地区の街路樹や公園の草木も高潮被害にあったが，桜の苗木
の寄付を受けて街路や公園に植樹し，また草花の植栽をするなどし，明るく美しいま
ちづくりに取り組む。

二番丁
地域連帯の輪を広げる
「二番丁地区花いっぱい運動」

花の植え込み・維持管理作業など，年間を通して環境美化・保全運動を行うことで，
地域住民や団体の連帯・親睦の促進と，地区防災事業の基盤強化を図る。

栗林 栗林地区活性化プロジェクト
栗林タウン＆栗林公園攻略ガイドブックの作成を中心にまち探検やイベントを通じて
地域住民の交流の機会増加を図る。

太田 シンボルロードから子どもたちに夢を…
昨年度実施したレインボーイルミネーションフェスティバルを今年度も実施し，イベ
ント等を通じて地域の活性化を図る。

木太 あまからホームページリニューアル事業
コミュニティ協議会のホームページを携帯電話からも閲覧可能な双方向のコミュニ
ケーションができるものにリニューアルし，若年層の閲覧を増加させることでコミュ
ニティ活動全般の地域住民の意識啓発を図る。

前田 前田地区史跡等保全事業
地域で実施するスタンプラリーのポイントなどで親しまれている平尾山の遊歩道を，
より気軽にウォーキング等ができる環境に整備し，住民交流の拠点性を高める。

三谷 まちおこし活性化事業～みたにん広場～
コミュニティセンターの駐車場で地元企業等の協力を得て各種教室やフリーマケット
などを開催し，新住民等の若い世代と高齢者との交流を図り，地域の活性化につなげ
る。

一宮 なんしょんな一宮
少年野球大会，サッカー大会，高齢者グランドゴルフと遍路ウォークを同時に開催
し，地域の一大イベントとすることで，地域住民の健康増進を図り，あわせて地域の
連携と結束を強化する。

檀紙 ビオトープ「野生生物の生息する空間」事業
小学校の校庭にある老朽化したビオトープを，メダカやドジョウなどが飼育できる地
域の昔の姿を近づけたものに改修し，観察会等を通じて特に子供たちの命や自然を大
切に思う気持ちの醸成に努める。

香西
香西コミ協の夢フィールド
～香西芝山マリンランド（運動公園）～

香川県が整備し，地域で管理することになった「香西マリンランド」を会場に，花火
大会を中心とした「香西マリンランド・オープニングフェスティバル」を開催し，同
所の知名度向上や利用促進と地域の活性化を図る。

東植田 さくら遊園地再整備事業
昭和２５年に創設された小学校に隣接する遊園地が老朽化し，使用できない状況で
あったことから，これを再整備し，高齢者と子供たちを中心とした交流の場として活
用することで地域の活性化を図る。

植田 うえたの ええとこ・ええこと 再発見事業
地元の史跡・名所の整備，写真コンテスト，カレンダー作成およびウォーキング大会
など様々な事業を展開することで，地域のよさを見直し，住民間の連帯意識の向上を
図る。

むれ みんなの里山づくり事業
現役農家やNPOと協働で遊休農地を活用した事業に取り組むことで，里山の景観を再
生するほか，この取り組みを通じて得た新たな仲間により地域コミュニティ活動の活
性化を図る。

庵治 防災に関する全住民へのアンケート事業
防災に関する全住民へのアンケートを実施し，災害に対する意識改革と避難所や避難
経路の見直し，今後の防災事業の検討を行い，安全安心のまちづくりに全住民で取り
組む。

大野 「大野特産ごじまん品」推進プロジェクト
特産品である大豆をキーワードに，コミュニティ畑，カフェ，産直市の運営やオリジ
ナル商品の販売し，特産品の作付面積拡大や活動の担い手を確保することで，地域の
活性化と一体化を図る。

香南
愛 Love シェアリング
～みんなで共有しよう役立つ品物“香南ネッ
トワーク”～

地域内で「ゆずり愛・伝言板」による情報発信や常設展示による「不用品交換」の仕
組みを構築し，特に子育て世代をターゲットにし，情報交換と交流の輪を広げる取り
組みを行う。

国分寺
北部

われら国分寺環境美まもり隊
－つなげよう未来へ美しいふるさと－

災害等で機能を失ったビオトープ「清流とホタルの郷」を再整備し，水性生物に関す
る自然観察会やホタル飼育の協力者を養成することで，地域と学校との連携や地域の
連帯感の醸成を図る。

国分寺
南部

地域住民で子どもの笑顔を育む
花と緑のまちづくり事業

各団体ごとに行われていた子どもの安全見守りを，コミュニティ協議会が中心となり
一体化し，効果的な活動が行えるようにする。また，休耕田等を活用し，安全見守り
で交流が生まれた子供たちとともに作物を育成し，地域のつながりをより強化する。


